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広域化後の国保財政は、都道府県が財政責任を担うこととなり、現行制度との大きな違いは以下の点です。
　①都道府県が財政責任を担うことになるため、都道府県に新たに国保特別会計が設けられます。
　②都道府県が国保運営に必要な財源の内、保険料部分を市町村に標準保険料率として通知し、市町村は、

　　標準保険料率を参考に、保険料賦課及び徴収し「事業費納付金」として都道府県に支払います。
　＊被保険者の届出、給付や保険事業などの窓口サービス面は、これまでと変わらず市町村が担います。
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＊別添資料１をご参照ください。

２．府国民健康保険運営方針の骨子（案）について

・都道府県と市町村が国民健康保険をともに運営するにあたり、都道府県が「国民健康保険運
　営方針」を策定しなければなりません。
・都道府県は、運営方針に盛り込む内容等について、市町村に意見聴取（義務）し、都道府県
　国保運営協議会で審議し、策定することになります。

大阪府国民健康保険運営方針の骨子（案）

府国保運営協議会

（事務局）都道府県

都道府県

市国保運営協議会

・被保険者、医療関係代表など
　計１３名（市条例）

（事務局）市町村

市町村

都道府県は、
国保運営方針等を策定
する際、意見を聴取
　　　（義務）

市町村は、
国保運営方針を尊重　
　　　（努力義務）

都道府県と市町村の協議のしくみ

２

・国保運営方針の決定
・事業費納付金の徴収

など

・保険給付
・保険事業
・保険料の徴収　など
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・被保険者、医療関係代表など
　計１５名（府条例）



・平成３０年度から、大阪府が府内国保の財政責任を担います。
・「府内市町村」が「大阪府」に対し、保険料に相当する「国保事業費納付金」を支払います。
・大阪府の国保事業費納付金を按分する積算根拠には、医療費実績が使用されておらず、所得と人数及び
　世帯数のみで按分する方針が示されています。

３．広域化後の保険料について

平成３０年度から国保事業費納付金（大阪府）

※大阪府の国保運営方針骨子（案）による積算割合

医療費実績割を反映させた算出方法とする
ように、国・府に毎年強く要望！

Ⅰ.広域化について

３

平成２９年度まで　保険財政共同安定化事業（大阪府）

※府全体の医療費を、市町村国保の拠出金により負担を共有する事業

広域化
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・医療費実績割は、市町村の医療費適正化機能（医療費を　

　低く抑えようとする努力）が積極的に発揮されるよう、
　積算に反映されている。

府内の総医療費を上記の率で３分割し、項目毎に各市
町村の実績で按分した額が拠出金になる。

医療費実績割＝箕面市の医療費実績／府内の医療費実績

府内の総保険料を上記の率で３分割し、項目毎に各市
町村の実績で按分した額が事業費納付金になる。

　事業費納付金の積算に医療費実績割を用いないため、　
　市町村の医療費適正化機能が発揮されない。

医療費が増加⇒保険料が上がり、国保財政の悪化につながる



・大阪府において、各市町村の平成２８年度予算のデータを基に、平成２９年度に新制度が開始された
　と仮定した場合の市町村標準保険料率の試算が行われました。
・今後措置される予定の公費拡充分等は反映していない粗い試算となっています。
・府と本市の保険料積算方式が異なるため、府の方式に合わせる等して比較、分析しました。

４．府試算値と本市保険料（率）との差について

Ⅰ.広域化について

４

平成２８年度本市保険料

平成２８年度予算による
府試算の本市保険料

平成２９年度広域化と
仮定した府試算保険料

107,536円

135,623円

154,350円

1人当たり保険料

差額：3,509円

差額：18,727円

・保険料予算、法定軽減  　472円（時点差分）
・市独自｢減免･軽減｣分　 3,037円（独自制度）
　　　計　　　　　　 　 3,509円

大
阪
府
の
粗
い
試
算

・法定外繰入分（医療、後期） 13,289円
　　　同上　　（介護）　　　   2,184円
・広域化影響分　　　　　　　   3,254円
　　　　　計　　　　　　　　 18,727円

132,114円
①の計算を府の試算方法
に合わせた本市保険料

１

２

３

４

●予算額を、府は確定時点・市は2月時点の値使用
●市独自｢身障減免･年齢軽減｣の影響分

●市独自の「赤字補填4億円の繰入」の影響分
●広域化により他市町村の影響を受ける分

●府は低所得者に対する法定軽減分の繰入を見込んで
　いない。
●被保険者数のとらえ方の違いなど。
●府は保険料必要額を見込む時に、収納率を加味して
　いない。

　府と本市の計算方法の相違点

差額：24,578円
計算方法が異なるため、比較しやすい
よう府の方式に合わせる

計算方法を府と同じにした本市
保険料と府の試算を比較

府の試算において、③は繰入あり
④は繰入なしでの試算比較

（別添資料２をご参照ください）
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　後期高齢者医療制度創設

府内で一番高い自治体（～Ｈ15田尻町、H16～岬町）

大阪府平均

箕面市

（参考資料）１人当り医療費の大阪府平均と箕面市の比較の推移

（円）

・箕面市国保の１人当たり医療費は、大阪府内の市町村の平均より低く推移しています。

・順位は、平成27年度で43市町村中、低い方から４番目です。（市では３番目）

※（　　　）は箕面市の大阪府内の順位 ※国保連合会国保事業状況資料による ５
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H29年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 H30年
１月

２月 ３月 ４月

第１回
運協開催

【意見交換】
・議事、運営方法等
・国の動向
・国保運営方針(骨子)

【意見交換】
・国保運営方針
（たたき台）

第２回
運協開催

第３回
運協開催

第４回
運協開催

【諮問】
・国保運営方針

（案）

【答申】

国保運営
方針
（最終）
決定

～公表～

国保運営
方針
（素案）
決定

国保運営
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（案）
決定

調整会議
開催

調整会議
開催

調整会議
開催

調整会議
開催

追加公費の
考え方提示

H29第３回試算

改
正
国
保
法
に
基
づ
く

市
町
村
へ
の
意
見
聴
取

【協議】
・国保運営方針
（たたき台）

【協議】
・国保運営方針
（素案）

【協議】
・国保運営方針

（案）

【協議】
・国保運営方針
（最終）

（府）関係条例
案等制定

（市町村）関係
条例改正・予算案

H30年度
仮係数提示

H30仮係数
による試算

調整会議
開催

H30年度確
定係数提示

H30確定係数
による算定

関係政令・省令改正
条例参考例発出

納付金・標準保
険料率確定

（府）予算案

新
制
度
施
行

第５回
運協開催

調整会議
開催

・納付金・標準保
険料率確定

・納付金・標準保
険料率等報告

５. 国保広域化までのスケジュール案（大阪府資料）

６
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広
域
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整
会
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国
関
係

市
町
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関
係

第１回
市運協開催 以後必要に応じて開催

（市町村）
保険料率算定



６. 保険年金部長会議と大阪府広域化調整会議／スケジュール（北摂国保研究会）　

７
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組織／月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 
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　　■進め方 

法に基づく意見聴取
（市町村）

国・大阪府の施策並びに予算に関する要望

第一項目での強い要望をめざす

取りまとめ

定例市長会
・検討体制
・検討事項
・課題共有

運協検討状況

・意見交換
・議事・運営方法
・運営方針（骨子）

運営方針
（たたき台）

運営方針
（たたき台）

運営方針
（素案）

運営方針
（案）

運営方針
（最終）

「諮問」
運営方針（案）

答申


